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令
和
初
の
年
明
け

願
い
よ
届
け
！

totomura
鉛筆



学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費

知っていますか？　高根沢町の貯金額！
町の基金残高は３５億１１６３万円

　基金は、条例の定めるところにより、特定の目的のために財産を維持し、
資金を積み立てるために設置するものと、特定の目的のために、定額の資
金を運用するために設置するものがあります。
　町の一般会計には、財政調整基金や減債基金、都市計画施設整備基金、
地域づくり推進基金など、13の基金がありますが、令和元年度末の基金残
高見込み額は35億1163万円となっています。

　

整
備
事
業
費
の
増
額
補
正
は
、
学
校
給
食
運
搬
車
２
台
と
清
掃
ダ
ン
プ

１
台
を
更
新
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

　

給
食
運
搬
車
は
、
平
成
11
年
、
平
成
12
年
に
購
入
し
、
20
年
、
19
年
経

過
し
て
お
り
、
走
行
距
離
は
16
万
キ
ロ
、
19
万
キ
ロ
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
年
度
に
更
新
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

う
ち
の
１
台
が
、
走
行
中
に
エ
ン
ジ
ン
が

止
ま
っ
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
こ

と
か
ら
、
補
正
に
よ
り
予
算
を
確
保
し
て
、

購
入
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
清
掃
ダ
ン
プ
車
は
、
給
食
残
菜
の
生
ご

み
を
運
搬
す
る
ダ
ン
プ
型
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

で
、
平
成
10
年
車
で
20
年
以
上
経
過
し
て

お
り
、
走
行
距
離
は
15
万
キ
ロ
を
超
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
合
わ
せ
て
予
算
計
上
し

て
購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
納
車
に
給
食
運
搬
車
は
５
～

６
ヶ
月
程
度
、
清
掃
ダ
ン
プ
車
は
３
～

４
ヶ
月
程
度
要
す
る
こ
と
か
ら
、
繰
越
明

許
費
の
設
定
を
す
る
も
の
で
す
。

12月
定例会

可決
原
案
全
て
を

令和元年度　補正予算 ＆ 追加補正

　
第
３
９
６
回
議
会
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
定
例
会
は
、
令
和
元
年
12
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
の
、
10
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
条
例
の
制
定
１
件
、
補
正
予
算
４
件
、
財
産
の
無
償
譲
渡
２
件
な
ど
全
８
件
の
他
、
諮
問
１
件
、
報
告
１
件

を
審
議
し
、
こ
れ
を
３
つ
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
議
案
や
陳
情
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
名
の
議
員
が
行
い
、
防
災
や
農
産
物
活
用
、
道
路
整
備
、
福
祉
、
外
国
人
居
住
な
ど
に
つ
い
て
町
政
を

質
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
長
か
ら
委
員
会
の
審
議
結
果
が
報
告
さ
れ
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
補
正
予
算
５
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

安全かつ確実な給食配送へ
運搬車２台更新

給食運搬車と給食残菜の生ごみ運搬車

千円以下切り捨てで表記

年　度 財政調整基金 減債基金 その他特定
目 的 基 金 合　計

平成30年度 14億7698万円 4億7996万円 19億4380万円 39億74万円
平成29年度 15億4317万円 4億7948万円 20億3529万円 40億5794万円
平成28年度 13億6613万円 4億7861万円 22億5533万円 41億8万円
平成27年度 12億3118万円 4億7840万円 22億9378万円 40億337万円
平成26年度 12億3086万円 4億7799万円 25億3589万円 42億4475万円

各種基金残高の推移

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会
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般

質
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Ｈ
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ひ
ま
わ
り
保
育
園

た
か
ら
保
育
園

町
の
計
画
等
に
対
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　
12
月
初
旬
か
ら
、
1
月
中

旬
に
か
け
、
住
民
か
ら
の
意

見
を
聴
収
す
る
た
め
、
5
件

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
こ
ど
も
条
例
（
案
）

②
食
育
、
地
産
地
消
推
進
行

動
計
画
（
案
）

③
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く

り
推
進
条
例
（
案
）

④
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
（
案
）

⑤
令
和
2
年
度
当
初
予
算
（
案
）

皆
様
へ
の
お
願
い

　
町
が
策
定
す
る
重
要
な
計

画
や
条
例
に
対
し
、
住
民
の

皆
様
の
声
を
反
映
で
き
る
場

面
が
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」
で
す
。

　
行
政
や
、
一
部
の
関
係
者

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方
が

町
政
に
参
画
す
る
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
町
づ
く
り
が
で
き

る
は
ず
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
に
、
ぜ

ひ
皆
様
の
声
を
届
け
て
く
だ

さ
い
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　
建
物

　
園
舎
・
倉
庫
・
機
械
室

　
物
品

　
固
定
資
産
シ
ス
テ
ム
登
録

物
品
一
式
（
戸
棚
類
・
イ
ス

類
・
体
育
用
具
類
・
厨
房
品

類
な
ど
）

　
建
物

　
園
舎
・
ポ
ン
プ
室
・
プ
ー

ル
機
械
室
・
物
置

　
物
品

　
固
定
資
産
シ
ス
テ
ム
登
録

物
品
一
式
（
戸
棚
類
・
イ
ス

類
・
体
育
用
具
類
・
厨
房
品

類
な
ど
）

公私連携型保育所移行に伴い
２保育園を無償で譲渡

所
在
地

　
栃
木
県
芳
賀
郡
芳
賀
町
大

字
芳
志
戸
１
０
２
４
番
地

名
　
称

　
社
会
福
祉
法
人　
絆き

ず
なの
会

代
表
者

　
理
事
長　
大
根
田　
安
利

　
公
私
連
携
型
保
育
所
と
し

て
、
安
定
的
か
つ
良
質
な
保

育
の
実
施
を
図
る
た
め
。

所
在
地

　
栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町
大

字
七
井
３
９
２
３
番
地
３

名
　
称

　
社
会
法
人　
誠ま

こ
と
や
わ
ら
ぎ
か
い

和

会

代
表
者

　
理
事
長　
大
島　
和
彦

　
公
私
連
携
型
保
育
所
と
し

て
、
安
定
的
か
つ
良
質
な
保

育
の
実
施
を
図
る
た
め
。

無
償
譲
渡
の
相
手

無
償
譲
渡
の
理
由

無
償
譲
渡
す
る

財
産

無
償
譲
渡
す
る

財
産

無
償
譲
渡
の
相
手

無
償
譲
渡
の
理
由

町内最大の園児を受け入れている
「たから保育園」

長く指定管理保育園として運営してきた
「ひまわり保育園」一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会

特
別
企
画
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　私は、４年前から定例議会をほぼ傍聴し、常任委員会と議員全員協議会も何回か傍聴させ
て頂いています。
　特に、「元気あっぷ公社」の資本金3,000万円のうち、2,700万円を町が出資していましたが、
清算の結果、町に返還された金額は約93万円で、約2,600万円の損失となりますので、もっと
議会で取り挙げて頂きたいと思います。
　行政の要は、透明性を担保することが最重要であると思いますが、「元気あっぷ公社」の廃
業経緯と清算内容を、当局及び議会は町民に分かり易く説明する義務があると考えますが、議
会としても説明を求めるべきだと思います。
　我々が納めた税金の使い道に対し、町民が厳しく検証する気構えが必要かもしれないと思
いました。

　全議案の採決結果を確認したい場合は、高根沢町ホームページ内の「高根沢町議会」
を開き「議決結果と採択結果」をご覧いただくか、誌面掲載のＱＲコードでアクセス
してください。

主な追加議案と審議結果
第１号〜第３号　　議員報酬、町長等の給与、職員の給与に関する３つの条例の一部改正
第４号　　一般会計に4,021万円を追加補正
第５号　　介護保険特別会計に16万円を追加補正
第６号　　宝積寺駅西第一土地区画整理事業特別会計に９万円を追加補正
第７号　　水道事業会計の収益的収入及び支出のうち支出に11万円を追加補正
第８号　　下水道事業会計の収益的収入及び支出のうち支出に15万円を追加補正
　以上８議案が上程され、全議員賛成により可決しました。

町民の負託に応えた各議員の賛否!!
上程された議案＆概要
賛成：〇　　　反対：×

※　齋藤武男議員は議長のため採決に加わりません。

澤
畑　
宏
之

髙
根　
　
博

佐
藤　
晴
彦

鈴
木
伊
佐
雄

中
山
喜
美
一

加
藤　
　
章

齋
藤　
誠
治

梅
村　
達
美

横
須
賀
忠
利

小
林　
栄
治

神
林　
秀
治

森　
　
弘
子

野
中　
昭
一

鈴
木　
利
二

阿
久
津
信
男

結
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ

条例の一部改正等
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を
図るための関係条例の整備に関する条例の制定 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 可決 P6

財産の無償譲渡（たから保育園・ひまわり保育園の建物等） 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 可決 P3

補正予算
一般会計
3,410万円を追加し、補正後の予算額は107億8,240万円 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 可決 P2

国民健康保険特別会計
1,443万円を追加し、補正後の予算額は27億6,625万円 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 可決 −

後期高齢者医療特別会計
32万円を追加し、補正後の予算額は２億8,044万円 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 可決 −

水道事業会計
収益的収入及び支出のうち支出から250万円を減額及び資本的
支出に1,763万円を追加し、補正後の予算額を７億7,809万円

〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 可決 P8

人事案件（諮問）
人権擁護委員の推薦 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 同意 −

宮 島 重 雄 さん
お住まい　宝石台

傍聴者の声

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望
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跡
地
利
活
用
外
部
評
価

　
東
小
学
校
の
移
転
新
築
に

よ
り
、
旧
東
小
学
校
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
地
域
の

方
々
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、

今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
意
見

・
住
宅
地

・
宿
泊
施
設

・
植
物
工
場

・
運
動
場

・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
公
園
、
緑
地
、
広
場

・
体
験
農
場

・
屋
内
プ
ー
ル

　
懇
談
会
に
よ
り
出
さ
れ
た

意
見
を
踏
ま
え
、
町
は
外
部

委
託
に
よ
り
、
ど
の
様
に
利

活
用
す
る
の
が
良
い
か
を
評

価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

委
託
先

　
株
式
会
社

　
栃
木
都
市
計
画
セ
ン
タ
ー

総
合
評
価
結
果

・
サ
ッ
カ
ー
場
、

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
公
園
、
緑
地
、
広
場

に
対
し
、
５
段
階
評
価
の
う

ち「
Ａ
評
価
」と
な
り
ま
し
た
。

方
針
決
定

　
町
は
、
外
部
委
託
の
評
価

に
基
づ
き
、
庁
内
で
検
討
し

ま
し
た
。

検
討
し
た
主
な
考
慮
事
項

①　

現
状
、
地
域
の
方
が

サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
運
動
施
設

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

②　
旧
校
舎
解
体
に
あ
た
り
、

約
２
億
８
０
０
０
万
円
の
予

算
が
見
込
ま
れ
る
。

③　
本
格
的
な
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
公
園
整
備
に
は
、

最
低
で
も
５
億
円
以
上
の
事

業
費
が
見
込
ま
れ
る
。

な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
検

討
し
た
結
果
、
地
域
開
放
型

で
様
々
な
用
途
・
場
面
で
利

用
で
き
る
「
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
」
と
し
て
当
面

活
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
２
年
度

・
校
舎
解
体
工
事

・
水
道
、
ト
イ
レ
整
備

令
和
３
年
度

・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
利
用
開
始

台
風
19
号
状
況
報
告

　
10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か

け
、
13
都
県
に
ま
た
が
り
多

大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し
た
、

台
風
19
号
。

　
幸
い
に
も
、
本
町
は
大
き

な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
少
な
か
ら
ず
被
害
は

発
生
し
ま
し
た
。

災
害
対
応
訓
練
に

　
　
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
各
指
定
避
難
所
な
ど
で
開

催
さ
れ
、
備
蓄
品
の
確
認
や
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、
避
難
時
の
受

付
表
の
作
成
な
ど
、
町
民
の

防
災
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
に
よ
っ
て
は
、
ペ
ッ

ト
の
同
行
避
難
、
災
害
時
要

援
護
者
の
避
難
な
ど
も
行
て

お
り
、
災
害
が
発
生
し
た
時

に
慌
て
ず
に
、
適
切
な
判
断

が
で
き
る
要
因
に
つ
な
が
る

訓
練
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
自

助
・
共
助
・
公
助
を
理
解
し
、

防
災
意
識
の
向
上
を
果
た
し
、

「
災
害
に
強
い
町
民
が
い
る

町
た
か
ね
ざ
わ
」
を
共
に
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時

令
和
２
年
２
月
16
日

９
時
か
ら
開
始

問
い
合
わ
せ

地
域
安
全
課

６
７
５
‒
８
１
１
０

項　　目 内　　容
人的被害 死者・行方不明者・ケガ人　　０人
住家被害 強風での雨どい破損　１件
非住家被害 事業所事務所へ雨水の吹込み　１件
避難情報 最大避難者数（４避難所）：47世帯　93名
土砂崩れ 中柏崎地内：１箇所　下柏崎地内：１箇所
道路通行止め 道路冠水：３箇所

地域：文挟、伏久、花岡　各１箇所
農業被害 そば　被害金額：337万円

パイプハウス：２棟　被害金額：23万円

「多目的グラウンド」に変わる東小跡地
町民のみなさん「有効的」に利活用してください

町
民
の
皆
さ
ん

よ
り
防
災
意
識
を
高
め
ま
せ
ん
か

396回定例会に伴う全員協議会報告

東小学校跡地の利用方針決定！
令和３年度から「多目的グラウンド」に

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会

特
別
企
画
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「
厚
生
年
金
制
度
へ
の
地

方
議
会
議
員
の
加
入
」
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る

陳
情

　
地
方
議
会
議
員
の
み
を
対

象
と
し
た
、
旧
地
方
議
会
議

員
年
金
制
度
の
「
復
活
」
を

求
め
る
も
の
で
な
く
、
一
般

の
会
社
員
と
同
等
に
、
既
存

の
厚
生
年
金
へ
地
方
議
会
議

員
が
加
入
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。

　
厚
生
年
金
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
立
候
補
で

き
る
環
境
が
整
う
こ
と
に
な

り
、
議
員
を
志
す
新
た
な
人

材
確
保
に
つ
な
が
る
。

　
地
方
自
治
体
の
財
政
の
問

題
や
負
担
額
、
受
給
に
関
す

る
制
度
の
詳
細
な
ど
、
続
け

て
検
討
・
研
究
す
べ
き
と
の

結
論
と
な
り
、
全
員
一
致
の

意
見
で
、「
継
続
審
査
」
に

す
べ
き
と
の
結
果
に
な
っ
た
。

町
職
員
給
与
に
関

す
る
条
例
等
に
お

い
て
、
欠
格
事
由
を
削
る
と
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
？

A  

　
例
え
ば
、
町
職
員
や
消
防

団
員
の
採
用
・
任
命
時
に
、

欠
格
事
由
に
よ
り
受
験
や
任

命
希
望
を
制
限
す
る
の
で
な

く
、
そ
の
権
利
を
認
め
、
採

用
や
任
命
の
審
査
で
、
判
断

す
る
仕
組
み
と
な
る
。

　

精
神
上
の
障
害
に
よ
り
、

自
ら
が
有
効
な
意
思
表
示
が

で
き
る
能
力
が
低
下
し
て
い

る
人
で
、
家
庭
裁
判
所
よ
り
、

後
見
開
始
の
審
判
を
受
け
た

人
を
い
い
ま
す
。

　
な
お
、
以
前
は
成
年
被
後

見
人
は
選
挙
、
被
選
挙
権
を

喪
失
す
る
旨
、
公
職
選
挙
法

に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
欠
格
事
由
か
ら
「
成※

年

被
後
見
人
、
被
保
佐
人
」

を
削
除

　
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利

の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正

化
を
図
る
た
め
の
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
改
正

　
関
係
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

欠
格
事
由
か
ら
「
成
年
被
後

見
人
、
被
保
佐
人
」
が
削
ら

れ
る
た
め
、
次
の
４
つ
の
条

例
を
一
括
し
て
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

１
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例

２
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例

３
宝
積
寺
駅
西
第
一
土

地
区
画
整
理
事
業
施

行
に
関
す
る
条
例

４
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

　
な
お
、
施
行
日
は
令
和
元

年
12
月
14
日
。

Q
増
額
補
正
を
す
る

理
由
は
？

A  

　
当
初
見
込
ん
で
い
た
頭
数

が
半
年
で
達
し
た
た
め
、
同

数
程
度
の
頭
数
を
見
込
み
、

増
額
補
正
を
し
た
。

Q
増
額
補
正
の
理
由

と
、
補
助
率
は
？

A  
　
調
査
対
象
件
数
が
、
国
か

ら
示
さ
れ
た
市
町
村
交
付
金

積
算
基
準
で
は
、
２
１
８
９

件
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
情

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
２
３

６
８
件
に
な
っ
た
た
め
、
増

額
補
正
を
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
調
査
事
業
は

国
か
ら
委
託
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
た
め
、
補
助
率
は
100
％

で
あ
る
。

※
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
と
は

　
５
年
に
一
度
行
わ
れ
る
、
わ

が
国
の
農
林
業
の
実
態
と
、
農

林
生
産
の
動
向
を
把
握
す
る
統

計
調
査
で
、
農
林
行
政
の
推
進

に
必
要
な
基
礎
資
料
を
、
整
備

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
２
月
１
日
現
在
で

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
の
残
額

※
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査

犬
、
猫
の
不
妊
去
勢
手
術

※
成
年
被
後
見
人
と
は

主
な
補
正
予
算

条
例
改
正
審
査

陳
情
に
関
す
る
審
査

一
般
会
計

補
正
予
算
審
議

総
務
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

　
主
な
補
正
内
容
は
、

歳
入

・
農
林
業
セ
ン
サ
ス
委
託
金

 
 

14
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

 
 

２
３
３
９
万
円

歳
出

・
農
林
業
セ
ン
サ
ス
事
務
費

 
 

14
万
円

・
犬
猫
の
不
妊
去
勢
費
補
助

30
万
円

Q
財
政
調
整
基
金
が
補

正
さ
れ
た
が
、
現
時

点
で
、
残
額
は
い
く
ら
か
？

A  

　
現
在
の
基
金
残
額
は
９
億

１
７
４
５
万
円
で
あ
る
。

企
画
課
長

企
画
課
長

環
境
課
長

総
務
課
長

主
な
質
疑

陳
情
内
容

加
入
効
果
と
し
て

主
な
意
見
及
び
審
査
結
果

2019年4月1日以降に手術をした犬、猫が対象

種　別 補　　助　　率
上　限　額

不妊手術 去勢手術

犬 手術費の２分の１ 5,000円 3,000円

猫 手術費の２分の１ 4,000円 3,000円

内　
　
容

適正な育成で命を大切に

Q

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

特
別
企
画

（6）



陳
情
に
関
す
る
審
査

学
校
教
育
課
長

古
く
な
っ
た

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
更
新

給
食
を
確
実
に

　
　

 

届
け
る
た
め
に

給
食
運
搬
車
等
を
更
新

指
定
管
理
保
育
園
（
２

園
）
の
園
舎
等
を
無

償
譲
渡

一
般
会
計

補
正
予
算
審
議

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

主
な
補
正
予
算

た
か
ら
保
育
園
＆

ひ
ま
わ
り
保
育
園

公
私
連
携
型
保
育

所
と
し
て
令
和
２

年
４
月
ス
タ
ー
ト

　

現
在
、
指
定
管
理
者
に
委

託
し
て
い
る
、「
た
か
ら
保
育

園
」
と
「
ひ
ま
わ
り
保
育
園
」

が
、令
和
２
年
４
月
よ
り
「
公

私
連
携
型
保
育
所
」
に
な
る

こ
と
に
伴
い
、
園
舎
や
プ
ー

ル
、付
帯
す
る
建
築
物・設
備・

遊
具
、
イ
ス
や
体
育
用
具
な

ど
の
物
品
等
を
、
現
指
定
管

理
者
に
無
償
で
譲
渡
し
、
安

定
的
か
つ
良
質
な
保
育
の
実

施
を
図
る
事
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。

Q
全
小
中
学
校
の
校

内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を

更
新
す
る
の
か
？

A  
学
校
教
育
課
長

　
現
在
、
全
小
中
学
校
に
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
導
入
し
て
あ
る

が
、
10
年
以
上
経
過
し
、
通

信
速
度
が
遅
い
た
め
、
今
回

す
べ
て
を
更
新
す
る
た
め
の

設
計
委
託
費
を
補
正
し
た
。

要
望

 

機
器
類
は
進
化
が

速
い
の
で
、
最
先

端
の
物
を
導
入
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

Q
現
在
、
給
食
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
車
輌

の
保
有
状
況
と
、
更
新
す
る

車
輌
の
台
数
は
？

A  

　
　
現
在
、
運
搬
車
は
３
台

で
運
行
し
、
町
所
有
が
２
台
、

調
理
等
の
委
託
業
者
イ
ー
ト

ラ
ン
ド
所
有
が
１
台
で
す
。

　

町
所
有
の
運
搬
車
が
、購

入
か
ら
約
20
年
が
経
ち
、う
ち

一
台
に
故
障
が
見
ら
れ
、運
搬

車
２
台
と
合
わ
せ
、町
所
有
の

清
掃
ダ
ン
プ
車
１
台
を
更
新

す
る
た
め
、補
正
し
ま
し
た
。

要
望

今
回
の
補
正
に
、
代

替
車
輌
の
借
上
げ
料

（
１
０
１
万
円
）
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
購
入
時
期
を
夏

休
み
等
の
長
期
休
業
時
に
す

れ
ば
、
車
検
に
伴
う
修
理
が

出
て
も
、
給
食
運
搬
に
支
障

が
出
ず
、
購
入
後
の
借
上
げ

も
基
本
的
に
必
要
が
な
く
な

る
の
で
、
効
率
的
な
運
用
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
介
護
福
祉
職
員
の
給
与
を

当
面
４
万
円
引
き
上
げ
る
こ

と
を
国
に
求
め
る
陳
情

　

介
護
現
場
で
は
、
介
護
職

員
が
不
足
し
、
介
護
が
成
り

立
た
な
い
深
刻
な
状
況
に
陥
っ

て
お
り
、
そ
の
大
き
な
要
因

が
介
護
福
祉
職
員
の
低
賃
金

で
す
。

　

こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、

当
面
４
万
円
の
給
与
引
き
上

げ
を
求
め
る
助
成
制
度
の
新

設
を
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど

に
求
め
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容

で
す
。

　
介
護
報
酬
の
増
額
を
求
め

る
要
望
と
理
解
で
き
る
が
、

介
護
経
営
の
実
態
、
職
員
不

足
と
賃
金
の
関
係
性
、
国
の

施
策
の
動
向
な
ど
、
多
角
的

視
野
に
立
ち
、
納
得
い
く
も

の
か
を
慎
重
に
判
断
す
る
た

め
、
さ
ら
に
調
査
す
べ
き
と

し
、「
継
続
審
査
」
と
し
ま

し
た
。

　
主
な
補
正
内
容
は
、
歳
入

で
県
負
担
金
の
額
の
変
更
と
、

追
加
交
付
が
あ
り
、
歳
出
は

民
生
費
で
児
童
手
当
な
ど
の

返
還
金
や
、
教
育
費
で
校
内

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
計
委
託
、
給

食
運
搬
車
等
の
購
入
費
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

歳
入

・
児
童
手
当
国
県
負
担
金

 
 

２
２
３
万
円

歳
出

・
児
童
福
祉
事
務
費

１
６
３
万
円

・
児
童
手
当
事
務
費

26
万
円

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業
費

４
１
０
万
円

・
給
食
運
営
費

１
０
１
万
円

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
整
備
事
業
費

１
５
４
０
万
円

　
こ
の
他
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
で
高
額
医
療
費
の

増
額
補
正
と
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
で
、
広
域
連

合
へ
の
納
付
金
の
増
額
補
正

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

無
償
譲
渡
の
経
緯

主
な
質
疑

陳
情
内
容

主
な
意
見
及
び
審

査
結
果

Q
２
つ
の
園
の
土
地

の
取
り
扱
い
は
？

　
ま
た
、
指
定
管
理
か
ら
公

私
連
携
型
に
変
わ
る
う
え
で
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
中
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
？

A  

　
土
地
は
「
無
償
譲
渡
」
せ

ず
、
た
か
ら
保
育
園
に
関
し

て
は
町
有
地
の
た
め
「
無
償

貸
付
け
」
と
し
、
ひ
ま
わ
り

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
借
地

で
あ
る
た
め
「
無
償
転
貸
」

と
す
る
。

　
ま
た
、
公
私
連
携
に
よ
る

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
中
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
町
の
保
育
は
公

立
保
育
園
の
サ
ー
ビ
ス
に
合

わ
せ
る
よ
う
な
形
で
行
っ
て

お
り
、
現
在
の
保
育
を
継
続

す
る
と
共
に
、
私
立
と
し
て

の
独
自
性
も
取
り
入
れ
て
い

く
考
え
で
い
る
。

公私連携型保育所等の取り扱い
（内閣府）

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

全学校に導入されている無線LAN

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会

特
別
企
画
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農
林
水
産
業
県
補

助
金
の
使
い
道
は

何
か
？

A  

　
歳
入
で
は
、栃
木
の
元
気
な

森
づ
く
り
市
町
村
交
付
金
の

決
定
に
伴
う
補
正
で
、歳
出
は

木
製
品
整
備
支
援
事
業
で
、

「
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
」の
休
憩
等
に
利

用
す
る
、木
製
テ
ー
ブ
ル
等
の

購
入
費
の
増
額
補
正
で
あ
る
。

　
元
気
な
森
づ
く
り
市
町
交

付
金
は
、
県
産
材
を
使
用
す

る
等
が
趣
旨
で
あ
り
、
審
査

基
準
に
あ
る
既
製
品
で
は
な

い
製
品
で
、
テ
ー
ブ
ル
20
台

（
単
価
２
万
５
０
０
０
円
）

ベ
ン
チ
40
脚
（
単
価
１
万
５

０
０
０
円
）
の
予
定
で
あ
る
。

浄
化
槽
設
置
整
備

費
補
助
の
補
正
内

容
は
？

A  

　
歳
入
で
は
、
浄
化
槽
設
置

整
備
に
係
る
国
庫
及
び
県
補

助
金
の
増
額
補
正
で
あ
る
。

　
歳
出
は
、
浄
化
槽
設
置
整

備
費
の
増
額
補
正
で
、
浄
化

槽
設
置
申
請
の
増
加
に
伴
う

補
正
で
あ
る
。

申
請
件
数
が
増
え

て
い
る
要
因
は
？

A  

　
平
成
30
年
度
は
47
件
、
今

年
度
は
現
在
39
件
で
、
今
後

も
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。　

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
の
、

宅
内
配
管
工
事
費
限
度
額
30

万
円
の
補
助
制
度
も
要
因
と

考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
、
県

内
で
、
宇
都
宮
市
と
高
根
沢

町
の
２
市
町
で
あ
る
。

配
水
管
布
設
替
工

事
の
場
所
や
当
初

予
算
額
は
？

A  

　
阿
久
津
中
学
校
東
側
の
踏

切
で
、今
ま
で
踏
切
の
下
に
配

水
管
は
通
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、新
た
に
配
水
管
を
通
す
た

め
の
工
事
で
あ
る
。

　
予
算
額
は
、２
８
４
０
万
円

だ
が
、Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
に
よ
り

４
６
２
０
万
円
に
増
額
と
な

り
、工
事
は
Ｊ
Ｒ
関
係
業
者

に
な
る
予
定
で
あ
る
。

修
繕
費
等
の
補
正

内
容
は
？

A  

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、収

益
的
支
出
に
お
け
る
、宝
積

寺
配
水
場
の
施
設
解
体
等
の

完
了
に
伴
う
修
繕
費
の
減
額
。

ま
た
、資
本
的
支
出
に
お
け

る
配
水
管
布
設
替
工
事
費
の

増
額
の
補
正
で
あ
る
。

主
な
補
正
予
算

建
設
産
業
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

　
主
な
補
正
内
容
は
、
歳
入

で
浄
化
槽
設
置
整
備
に
係
る

国
県
補
助
金
の
増
額
と
、
栃

木
の
元
気
な
森
づ
く
り
市
町

村
交
付
金
の
増
額
が
あ
り
、

歳
出
は
浄
化
槽
設
置
整
備
費

補
助
の
増
額
と
、
テ
ー
ブ
ル

や
ベ
ン
チ
な
ど
の
木
製
品
整

備
支
援
事
業
の
増
額
が
あ
り

ま
し
た
。

歳
入

・
循
環
型
社
会
形
成
推
進

　
交
付
金　
３
７
９
万
円

・
浄
化
槽
設
置
整
備
費
補
助
金

３
１
８
万
円

歳
出

・
木
製
品
整
備
支
援
事
業
費

１
１
０
万
円

・
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費

９
８
２
万
円

　
こ
の
他
、
水
道
事
業
会
計

の
収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

で
は
営
業
費
用
の
減
額
補
正
、

資
本
的
支
出
に
お
い
て
は
、

建
設
改
良
費
の
増
額
補
正
が

計
上
さ
れ
た
。

一
般
会
計

補
正
予
算
審
議

Q

Q

Q

Q

Q

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

産
業
課
長

元
気
な
森
づ
く
り

補
助
要
綱
の
改
正
に

よ
る
宅
内
配
管
工
事

費
の
助
成
な
ど
、
浄

化
槽
整
備
に
関
す
る

補
正

暮
ら
し
の
安
心
へ

　
　
　
上
水
道
整
備

中台地内の大谷踏切
お金がかかってもインフラ整備はしっかり行う

浄化槽設置できれいな生活環境を

全
員
協
議
会
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月
定
例
会
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Ｈ
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当
委
員
会
の
課
題
解
決
に

向
け
、
山
形
県
の
２
つ
の
自

治
体
に
行
き
、
上
山
市
議
会

で
の
「
議
会
改
革
と
議
会
の

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
」、「
会
派
の
設
置
等
の
運

営
」
を
調
整
し
、
ま
た
「
地

方
自
治
と
そ
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
す
る
川
西
町
吉
島
地

区
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
よ

し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

取
り
組
み
を
調
査
し
、
学
ん

で
き
ま
し
た
。

調
査
を
終
え
て

調
査
を
終
え
て

「
６
次
産
業
化
で
成
功
」

農
産
物
に
強
み
を
作
る

主
な
特
徴

・
貯
留
率
93
％
の
高
い
空
隙

率
を
有
す
る
。

・
１
日
に
約
２
０
０
㎥
組
立

可
能
で
大
幅
な
工
期
短
縮
が

可
能
で
あ
る
。

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
に
比

べ
費
用
を
抑
え
ら
れ
る
。

・
点
検
や
維
持
が
容
易
で
、

点
検
用
入
孔
を
設
置
し
、
槽

内
部
に
入
り
目
視
が
で
き
る
。

・
貯
留
型
・
浸
透
型
の
い
ず

れ
の
用
途
に
も
適
用
で
き
る
。

・
そ
の
他
、
エ
コ
マ
ー
ク
取

得
、
耐
震
性
、
耐
久
性
等
が

あ
る
。

　
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
浸

透
桝
を
中
心
に
対
応
し
て
い

た
が
、
貯
留
率
が
低
い
と
い

う
弱
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ジ
オ
プ
ー
ル
工
法
」
は
、

よ
り
大
量
の
雨
水
を
処
理
で

き
る
施
設
で
あ
り
、
有
効
活

用
が
期
待
で
き
、
今
後
は
ど

の
よ
う
な
整
備
手
法
が
あ
る

の
か
、
さ
ら
に
研
究
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

開
発
の
背
景

　
都
市
化
の
進
展
に
伴
う
道

路
整
備
や
宅
地
開
発
に
よ
り

雨
水
の
地
面
へ
の
不
浸
透
が

進
む
と
同
時
に
、
集
中
豪
雨

の
多
発
や
局
地
豪
雨
化
の
傾

向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
増
大
す
る
廃
棄

物
を
前
に
、
資
源
を
有
効
に

繰
り
返
し
使
用
す
る
「
省
資

源
循
環
型
社
会
」
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
適
用
を
受
け
、
る

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ィ
ル
ム
材
を

原
材
料
に
用
い
て
、省
資
源・

資
源
有
効
活
用
と
、
効
率
的

な
洪
水
抑
制
を
同
時
に
実
現

す
る
「
雨
水
貯
留
浸
透
工
法

ジ
オ
プ
ー
ル
工
法
」
と
し
て

開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
中
豪
雨
の
際
、
道
路
の

冠
水
や
住
宅
の
浸
水
被
害
が

度
々
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
浸
透

桝
の
設
置
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
今
後
も
引
き
続

き
有
効
な
雨
水
対
策
の
研
究

は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
雨
水
対
策
の
１
つ
の
事
例

で
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
雨

水
貯
留
浸
透
施
設
ジ
オ
プ
ー

ル
工
法
」
が
、
雨
水
対
策
の

解
決
策
と
な
る
の
か
を
調
査

し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

な
ど
か
ら
、こ
の
ま
ま
で
は
自

治
体
が
消
滅
す
る
可
能
性
が

あ
り
、自
分
た
ち
の
手
で
解
決

し
よ
う
と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設

立
し
、こ
の
法
人
に
吉
島
地
区

の
全
戸
が
加
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、地
域
づ
く
り
計

画
策
定
委
員
で
協
議
し
、自

治
・
環
境
衛
生
・
福
祉
・
教
育

の
４
つ
に
分
割
し
、行
政
が
担

当
す
る・地
域
で
担
う・双
方

の
協
働
で
取
り
組
む
な
ど
、

地
域
の
将
来
像
を
描
き
、地

域
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、今
回
の

視
察
に
よ
り
、地
域
の
賑
わ
い

の
創
出
、地
域
自
治
の
あ
り

方
、上
山
市
の
議
会
活
性
化

等
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
中
で

多
く
の
こ
と
を
学
び
、町
の
た

め
に
前
向
き
に
調
査
研
究
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
上
山
市
議
会
は
、
特
に
議

会
活
性
化
の
た
め
年
１
回

「
サ
ン
デ
ー
議
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
公
民
館
だ
よ
り
に
掲
示
し
、

ポ
ス
タ
ー
を
張
り
出
す
等
、

啓
蒙
し
た
結
果
、
平
成
30
年

で
約
１
０
０
人
の
傍
聴
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

雨
水
対
策
の
向
上
は
い
か
に

10
月
21
日
　
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市

「
地
域
自
治
」と「
議
会
活
性
化
」を
学
ぶ

10
月
17
日
・
18
日
　
山
形
県
上
山
市
・
川
西
町

調
査
の
目
的

調
査
の
目
的

調
査
①

上
山
市
議
会

　
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

調
査
②

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ら
り
よ
し
じ

ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

調
査
の
内
容

吉島地区センターでの調査風景

駐車場の地下に施工される
ジオプール工法

サンデー議会の傍聴者

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会

特
別
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情
報
提
供
で
き
る
な
ど
の
活

用
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
員
が
日
常
で
地

域
の
方
に
、
町
の
現
状
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
周
知

す
る
な
ど
、
住
民
に
情
報
発

信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
費

用
に
つ
い
て
、
調
整
を
図
り

な
が
ら
町
へ
予
算
要
求
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
２
月
の
議
会
全

員
協
議
会
で
条
例
改
正
等
の

議
案
を
協
議
し
、
３
月
議
会

で
の
議
案
上
程
を
目
指
し
、

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る

よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い
く

予
定
で
い
ま
す
。

　
時
代
の
流
れ
と
し
て
、
当

議
会
で
も
有
効
に
活
用
で
き

る
か
協
議
し
ま
し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
で
、

便
利
な
機
器
を
有
効
に
活
用

す
る
の
は
議
員
と
し
て
当
然

で
あ
り
、
時
代
の
変
化
へ
の

対
応
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
活
か
し
、

デ
メ
リ
ッ
ト
へ
は
し
っ
か
り

と
対
応
す
れ
ば
克
服
で
き
る

と
考
え
ま
し
た
。

　
な
お
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
議

場
で
議
案
書
資
料
を
見
て
審

議
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
ざ

災
害
が
発
生
し
た
時
、
議
員

が
災
害
現
場
に
て
写
真
撮
影

し
、
地
域
の
状
況
を
議
員
間

で
共
有
し
た
り
、
執
行
部
へ

　
執
行
部
と
の
議
論
を
よ
り

深
め
る
た
め
、
一
問
一
答
方

式
に
よ
る
質
問
の
仕
方
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
時
間
配
分
が
難
し
く
な
る

等
の
課
題
が
あ
り
、
現
状
の

一
括
答
弁
方
式
の
ま
ま
に
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
状
の
課
題
と
し
て
、
答

弁
内
容
の
記
録
が
間
に
合
わ

ず
、
質
問
が
か
み
合
わ
な
い

こ
と
も
あ
り
、
質
問
者
と
し

て
の
ス
キ
ル
向
上
を
図
る
こ

と
は
当
然
で
す
が
、
執
行
部

の
答
弁
書
を
、
質
問
者
に
質

問
直
前
に
貸
し
出
し
て
も
ら

う
対
応
を
要
請
し
ま
す
。

　
議
員
間
に
お
い
て
、
意
見

交
換
や
情
報
共
有
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
議
員
間
協

議
を
導
入
し
ま
す
。

　
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た

議
案
等
に
つ
い
て
、
議
論
の

中
で
議
員
の
意
見
が
分
か
れ

た
り
、
解
釈
が
違
っ
て
い
た

り
と
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め

る
必
要
が
あ
る
と
議
員
か
ら

動
議
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た

は
議
長
が
認
め
た
場
合
は
、

会
議
中
に
議
員
間
協
議
が
開

催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
協
議
の
で
き
る
場
は
、「
本

会
議
」
と
「
議
員
全
員
協
議

会
」
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
活
発
な
議

論
が
で
き
る
議
会
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
議
員
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
は
か
れ
る
形
を
形
成
し
、

議
会
組
織
と
し
て
町
の
課
題

を
共
有
し
、
解
決
に
導
け
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
12
月
議
会
定
例
会
終
了
後

の
議
員
全
員
協
議
会
で
、
こ

れ
ま
で
の
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
の
提
案
を
は
か
っ
た

と
こ
ろ
、
全
議
員
の
賛
同
が

得
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
内
容

を
報
告
し
ま
す
。

　
会
派
と
は
、
議
会
で
議
員

が
調
査
研
究
を
も
と
に
、
提

言
等
を
行
う
政
策
団
体
と
し

て
、
議
員
の
資
質
向
上
と
議

会
の
活
性
化
を
資
す
る
た
め

に
組
織
さ
れ
ま
す
。

　
１
人
以
上
か
つ
議
員
定
数

の
半
数
未
満
で
、
会
派
を
結

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
各
会
派
間
の
意
見
調
整
等

を
行
う
こ
と
は
、
当
然
必
要

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、

政
策
議
論
す
る
こ
と
や
会
派

内
で
の
勉
強
会
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
議
会
が
活
性
化
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。 議

会
の
活
性
化
へ

議
員
間
協
議

一
般
質
問

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

会
派
設
置

結
び
に

議員として時代の変化に対応
しなければ

町民の声を届ける！
一般質問は議員の責務

議会活性化に向け改革
議会活性化特別委員会 全

員
協
議
会

12
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

特
別
企
画
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Ｑ
農
産
物
直
売
所
運
営
は
？

Ａ
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
肝

で
あ
り
、
直
売
と
食
品
加
工

も
含
め
、
幅
広
く
売
り
出
し

て
い
き
た
い
。

　

農
産
物
の
取
り
扱
い
は
、

農
家
の
方
々
と
話
し
合
い
の

場
を
設
け
、
対
応
し
た
い
。

Ｑ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
？

Ａ
実
績
を
活
か
し
、
数
多

く
開
催
し
、
婚
活
な
ど
も
実

施
し
た
い
。

Ｑ
社
員
の
採
用
は
？

Ａ
元
気
あ
っ
ぷ
公
社
の
元

社
員
や
、
地
元
か
ら
も
雇
用

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
４
月
オ
ー
プ
ン
の
「
道
の

駅
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
が
賑

わ
う
に
は
、
い
か
に
来
場
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
か
が
重

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
新
指
定
管
理
者
の
「
塚
原

緑
地
研
究
所
」
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
と
実
績
を
十
二
分

に
活
か
し
て
、
町
民
が
納
得

の
い
く
運
営
を
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
塚
原
緑
地
研
究
所
社
長
に

聞
き
ま
し
た

Ｑ
社
員
教
育
の
方
針
は
？

Ａ
会
社
の
一
番
重
要
な
と

こ
ろ
は
人
で
あ
り
、
一
人
ひ

と
り
と
じ
っ
く
り
対
話
し
、

対
応
す
る
こ
と
。

Ｑ
指
定
管
理
者
と
し
て
、
自

由
に
運
営
で
き
る
の
か
？

Ａ
仕
様
書
に
基
づ
き
、
運

営
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
に
不
備
が

あ
っ
た
時
に
は
、
自
費
で
一

部
改
修
も
し
た
こ
と
が
あ
る
。

Ｑ
店
舗
運
営
に
関
す
る
考

え
は
？

Ａ
責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る

た
め
、
直
営
を
基
本
と
し
て

い
る
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

駆
使
し
、
他
の
企
業
と
の
連

携
も
考
え
て
い
る
。

　
道
の
駅
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

の
指
定
管
理
者
に
な
る
「
塚

原
緑
地
研
究
所
」
が
運
営
す

る
施
設
を
、
視
察
お
よ
び
指

定
管
理
者
と
し
て
の
経
営
理

念
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
３
か
所
の
施
設
を
調
査

○
千
葉
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー

（
千
葉
県
の
観
光
名
所
）

　
年
間
60
万
人
が
利
用

○
神
栖
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
湯
楽
々
（
入
浴
施
設
）

　
利
用
者
は
増
加
傾
向

○
神
栖
市
日
川
浜
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場　

　
ブ
ー
ム
で
あ
り
、
利
用
者

は
年
々
増
加

○
施
設
の
概
要

稼
働
開
始

　
平
成
31
年
４
月

建
築
面
積

　
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
約

１
．
５
倍

処
理
対
象
物

　
剪
定
枝
等
（
枝
・
葉
・
草
）

処
理
能
力

　
１
日
4.6
ｔ

運
営
方
式

　
指
定
管
理
方
式

職
員
数

　
事
務
１
名
を
含
む
３
名

運
営
費

　
年
約
３
０
０
０
万
円

　
対
象
処
理
物
の
違
い
は
あ

る
が
、
真
岡
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
「
簡
易
な
施
設
」

は
、
運
営
費
も
修
繕
費
も
共

に
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
議
会

と
し
て
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
簡
易
的
な
施
設
建
設
に
向

け
、
十
分
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
現
在
、
町
は
土
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を「
簡
易
的
な
施
設
」

へ
の
方
針
を
示
し
た
こ
と
に

よ
り
、
課
題
を
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
依
頼
し
整
理
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
結
果
や
施
設
利
用
者

と
の
協
議
結
果
か
ら
、
最
終

的
な
方
向
性
を
協
議
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
施
設
の
適
正
規
模
、
設

計
・
建
設
、
管
理
・
運
営
方

式
な
ど
、
町
が
参
考
に
し
た

真
岡
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
を
調
査
し
ま
し
た
。

議会が関心をいだく土づくりセンター＆道の駅元気あっぷむら

真岡市リサイクルセンター
（株）塚原緑地研究所を現地調査

調
査
の
目
的

調
査
の
目
的

調
査
の
内
容

調
査
の
内
容

調
査
を
終
え
て

調
査
を
終
え
て

「簡易的な施設」で効率的に運営している

休日には家族や仲間で賑わうキャンプ場

指定管理者の経営手腕はいかに

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会

特
別
企
画

委
員
会
活
動
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課
題
④

通
学
路
の
安
全
確
保
対
策

　
北
小
入
口
の
信
号
機
か
ら
、

正
門
前
ま
で
歩
道
が
な
く
、保

育
園
児
の
送
迎
と
の
時
間
が
重

な
る
た
め
、大
変
危
険
で
あ
る
。

　
こ
ど
も
み
ら
い
課
を
通
じ

て
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
に
保

護
者
へ
の
事
故
防
止
に
対
す

る
啓
蒙
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
要
望
し
ま
す
。

課
題
⑤

和
光
メ
ガ
ネ
交
差
点
の
街
路
樹

に
た
く
さ
ん
の
虫
が
発
生
す
る

　

町
は
防
虫
対
策
と
し
て
、

年
に
１
～
２
回
消
毒
散
布
し

て
い
る
が
、
散
布
時
期
と
害

虫
発
生
時
期
と
の
時
間
差
が

生
じ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
対
処

す
る
と
の
事
で
し
た
。

都
市
整
備
課

℡
６
７
５‒

８
１
０
７

課
題
③

外
国
人
の
交
通
マ
ナ
ー
対
策

　

和
光
メ
ガ
ネ
交
差
点
で
、

外
国
人
の
方
の
歩
き
ス
マ
ホ

や
、
自
転
車
の
斜
め
横
断
な

ど
、
交
通
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が

目
立
ち
ま
す
。

　
外
国
人
の
転
入
時
に
、
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
勉
強

す
る
機
会
を
作
り
、
危
険
な

状
況
を
改
善
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
交
通
マ
ナ
ー
の
み
な
ら
ず
、

生
活
全
般
の
情
報
を
伝
達
で

き
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
多
言

語
）
作
成
を
、
関
係
各
課
等

が
連
携
し
対
応
す
る
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。

課
題
②

生
活
道
路
の
安
全
対
策

　
と
り
せ
ん
北
側
の
道
路
で
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
す
自
動
車
が

多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
車
が
制

限
速
度
を
超
え
、
子
ど
も
達

に
危
険
が
お
よ
び
心
配
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
対
策
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
電
柱
幕
の
設

置
、
路
面
標
示
、
カ
ラ
ー
舗

装
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
更
な
る
対
策
を
調
査
・
研

究
す
る
よ
う
、
地
域
安
全
課

に
要
請
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
か
ら
警
察
に
交

通
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
要
請

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
合

わ
せ
て
お
願
い
し
ま
し
た
。

課
題
①

自
転
車
通
学
路
の
安
全
対
策

　
魚
鉄
付
近
の
Ｔ
字
路
交
差

点
が
狭
く
、
自
転
車
と
自
動

車
の
交
通
量
が
と
て
も
多
い

状
況
で
す
。

　
学
生
の
横
断
歩
道
無
視
な

ど
、
危
険
な
状
況
で
、
安
全

対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

　

交
通
指
導
員
を
招
い
た
、

交
通
安
全
教
室
の
開
催
を
要

請
す
る
な
ど
、
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
に
む
け
、
啓
蒙
活
動

に
努
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　
現
状
を
把
握
し
、
通
学
路

安
全
点
検
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の

合
同
点
検
を
要
望
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

今
回
の
議
会
報
告
会
は
、

町
が
設
置
し
て
い
る
団
体
に

声
を
掛
け
、
交
通
指
導
員
の

方
々
か
ら
申
込
み
い
た
だ
き
、

開
催
で
き
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
行
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
道
路
の

安
全
対
策
」
に
対
し
、
多
く

の
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
導
き

出
し
た
見
解
を
基
に
、
各
常

任
委
員
会
で
検
討
し
た
結
果

の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

　
な
お
、
全
部
の
意
見
に
対

す
る
委
員
会
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
上
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
一
覧
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
交
通

指
導
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高根沢の未来を創造する町民と議会の懇談会
「カフェ・ド・ギカイ」

日時　令和元年11月12日（火）　町役場　第３庁舎　大会議室
内容　９月定例会の内容報告・交通指導員課題共有ワークショップ　参加者数　７名

第13回議会報告会

所
管
委
員
会
調
査
結
果

（
総
務
常
任
委
員
）

所
管
委
員
会
調
査
結
果

（
建
設
産
業
常
任
委
員
）

所
管
委
員
会
調
査
結
果

（
教
育
福
祉
常
任
委
員
）

所
管
委
員
会
調
査
結
果

（
教
育
福
祉
常
任
委
員
）

所
管
委
員
会
調
査
結
果

（
総
務
常
任
委
員
）

ワークショップの様子

一時停止を守り安全に横断を

交通マナーを守り、学童を守る

制限速度を守る安全安心な道路に

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

特
別
企
画
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表
紙
写
真
の
紹
介

　
今
回
の
表
紙
は
、
令
和
に

な
り
初
め
て
の
お
正
月
を
迎

え
、
宝
積
寺
に
あ
る
「
白
鬚

神
社
」
で
の
初
詣
で
撮
影
し

た
写
真
で
す
。

　
参
拝
し
て
い
る
の
は
、
阿

久
津
中
学
校
３
年
生
の
男
子

生
徒
で
し
た
。

　
昨
年
、
無
事
に
一
年
を
過

ご
せ
た
こ
と
を
神
様
に
感
謝

し
、
本
年
も
良
き
年
と
な
る

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
高

校
受
験
の
合
格
祈
願
も
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　
白
鬚
神
社
に
は
、
毎
年
参

拝
に
訪
れ
、
年
明
け
と
と
も

に
奏
で
ら
れ
る「
雅
友
会（
白

鬚
神
社
雅
楽
部
）」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
演
奏
が
聞
け
る
こ

と
や
、
地
元
の
方
々
と
新
年

の
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
こ
と

な
ど
、
新
年
を
ス
タ
ー
ト
す

る
の
に
良
い
場
所
だ
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　
伝
統
や
文
化
が
、
し
っ
か

り
と
若
い
世
代
に
継
承
さ

れ
、
地
域
の
発
展
や
活
性
に

つ
な
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

切
に
願
い
ま
す
。

　
校
舎
が
建
設
さ
れ
て
５
年

が
経
過
し
、
点
検
が
行
わ
れ

た
が
、
校
舎
へ
の
ひ
び
割
れ

等
が
見
受
け
ら
れ
、
安
全
に

使
用
し
て
い
く
た
め
、
今
後

の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
校
舎
の
経
過
を
観
察
し
な

が
ら
、
更
な
る
調
査
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

内
容 

　
現
在
、
学
校
給
食
で
地
元

農
産
物
の
使
用
率
は
50
％
で

あ
り
、
地
元
野
菜
類
の
使
用

率
が
低
い
も
の
の
、
米
の
使

用
率
が
１
０
０
％
の
た
め
、

全
体
の
使
用
率
が
高
ま
っ
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
や
、

農
業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な

げ
る
た
め
、
地
元
農
産
物
の

使
用
率
を
高
め
る
こ
と
は
必

要
で
す
。

　
食
材
の
仕
入
れ
に
お
い
て
、

規
格
外
で
低
価
格
の
農
産
物

を
扱
う
こ
と
の
検
討
と
、
野

菜
類
の
使
用
率
増
加
に
向
け

た
施
策
の
検
討
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

 

内
容 

　
本
町
の
コ
ン
テ
ナ
は
、
高

齢
者
等
か
ら
す
る
と
サ
イ
ズ

が
大
き
く
、
運
ぶ
こ
と
が
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ナ
の
大
き
さ
に
つ

い
て
、
調
査
の
実
施
を
す
る

と
と
も
に
、
町
が
行
っ
て
い

る
「
見
守
り
収
集
」
の
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

 
内
容 

　
人
と
人
と
の
関
係
が
希
薄

に
な
る
中
、
高
齢
化
社
会
に

向
け
た
支
え
合
い
な
ど
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
地
域

活
動
を
支
援
す
る
対
策
が
必

要
で
す
。

　
町
と
自
治
会
連
合
会
（
区

長
会
の
廃
止
に
伴
う
新
組

織
）
の
連
携
に
向
け
、
補
助

事
業
施
策
の
検
討
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

　
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
様

か
ら
の
声
や
、
各
議
員
が
思

い
描
く
町
の
理
想
像
を
、
日

常
の
議
員
活
動
や
、
年
４
回

行
わ
れ
る
定
例
会
で
の
一
般

質
問
な
ど
で
、
行
政
に
訴
え

か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
と
い
う
組
織

で
は
、
個
々
の
議
員
か
ら
の

施
策
要
望
案
を
各
常
任
委
員

会
の
所
管
ご
と
に
分
け
、
こ

の
常
任
委
員
会
で
議
論
し
、

町
の
将
来
に
向
け
有
効
に
な

る
と
思
え
る
施
策
案
を
ま
と

め
、
議
長
か
ら
町
長
へ
手
渡

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
令
和
２
年
度

へ
の
施
策
に
反
映
し
て
も
ら

う
べ
く
、
４
つ
の
施
策
案
を

要
望
し
ま
し
た
。

　
要
望
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

か
は
、
３
月
定
例
会
の
次
年

度
予
算
案
で
反
映
さ
れ
て
い

る
か
で
判
断
さ
れ
ま
す
。

要
望
①

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
の
再
興

施
策
要
望
の
流
れ

要
望
②

　
ご
み
コ
ン
テ
ナ

要
望
③

　
地
産
地
消
の
推
進

要
望
④

　
阿
久
津
小
学
校
の
調
査

議
会
か
ら
行
政
へ
４
つ
の
施
策
を
要
望

令
和
２
年
度
事
業
へ
の
反
映
に
な
る
か
？

コンテナでのゴミ出しは大変!!

町産のおいしい野菜を販売する
ヴェッキオⓀトラム

阿小の屋上の現状。今だ残るクラック等の影響が心配

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

全
員
協
議
会
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月
定
例
会

特
別
企
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町
政
を
問
う
！

き
が
あ
り
、顔
は
江
戸
時
代
初
期

ま
で
行
わ
れ
た「
怒
り
天
神
」と
言

わ
れ
、慎
怒
の
表
情
を
持
ち
、江
戸

時
代
末
期
の
も
の
と
し
て
は
珍
し

い
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
現
在
も
、
祭
日
（
３
月
第
一
土

曜
日
）
に
は
、
学
問
成
就
の
神
と

し
て
絵
馬
、
折
鶴
、
書
道
の
展
示

や
、
子
ど
も
会
も
参
加
す
る
寺
子

屋
等
の
芝
居
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
も
、
歴
史
に
触
れ
て
み

て
は
、
い
か
が
で
す
か
？

　
福
岡
県
の
太
宰
府
天
満
宮
は
、

菅
原
道
真
公
を
祭
神
と
し
て
祀

る
天
満
宮
で
、初
詣
に
は「
学
問

の
神
様
」と
し
て「
合
格
祈
願
」や

「
学
業
成
就
」に
、多
く
の
参
拝
者

が
訪
れ
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

　

高
根
沢
町
に
も
、
菅
原
道
真

公
が
祀
ら
れ
て
い
る
場
所
が
あ

る
の
は
、
御
存
じ
で
す
か
？

　
中
阿
久
津
天
満
宮
に
は
、町
指

定
文
化
財
と
、有
形
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
、「
菅
原
道
真
公
座

像
」が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
天
満
宮
が
、
中
阿
久
津
に
祀
ら

れ
た
の
は
正
徳
３
（
１
７
１
３
）

年
で
、
現
在
の
御
神
体
が
祀
ら
れ

た
の
は
、
安
政
２
（
１
８
５
５
）

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
35
年
に
、菅
原
道
真
公
没

後
１
０
０
０
年
を
記
念
し
て
再

興
さ
れ
ま
し
た
が
、損
傷
が
大
き

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、平
成
７
年

10
月
に
再
修
復
さ
れ
ま
し
た
。

　
菅
原
道
真
公
座
像（
木
像・像
高

54
㎝
）の
胎
内
に
は
、「
安
政
２
年

製
作
者
高
田
運
刻・運
春
」と
墨
書

・
弔
電

・	

各
種
大
会
な
ど
へ
の
祝
電

・	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
挨
拶

状
掲
載

・	
電
子
メ
ー
ル
で
の
挨
拶
状

・	
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の

※
次
の
も
の
は
、
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

・	

事
項
の
挨
拶
を
印
刷
し
た

も
の
に
、
住
所
と
氏
名
だ

け
を
自
署
し
た
も
の

・	

自
署
し
た
挨
拶
状
を
コ

ピ
ー
し
た
も
の

・	

ワ
ー
プ
ロ
で
作
成
し
た
挨

拶
状

・	

自
署
し
た
挨
拶
状
を
フ
ァ

ク
ス
で
送
信
し
た
も
の　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
政
治
家
は
、
そ
の
選
挙
区

内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
年

賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を

出
す
こ
と
が
、
常
時
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
政
治
家
」
と
は
、
公
職

の
候
補
者
、
公
職
の
候
補
者

と
な
ろ
う
と
す
る
者
、
現
在

公
職
に
あ
る
者
で
す
。

・
年
賀
状

・
暑
中
見
舞
状

・
残
暑
見
舞
状

・
寒
中
見
舞
状

・
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

・	「
喪
中
に
つ
き
年
賀
の
挨
拶

を
失
礼
し
ま
す
」
と
い
う

欠
礼
状

・
年
賀
電
報

　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
挨
拶
状
の
禁
止
」

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
も
の

禁
止
さ
れ
る
挨
拶
状
と
は

公職選挙法147条の２

政治家の挨拶状は禁止されています
知っていましたか？

まめ
ちしき豆

知識

OH

ちょっとブレイク

中阿久津天満宮

菅
原
道
真
公

中
阿
久
津
天
満
宮
の
歴
史

町指定文化財菅原道真公座像

中阿久津・中妻子ども会のお子さん達も参加して芝居を奉納

「学問の神様」
で有名な○○○○

公を祀る

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会
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問
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Ｈ
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識
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活
動
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会
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会
報
告
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望
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町
政
を
問
う
！

　詳細は、YouTubeやDVD・会
議録をご覧ください。

　会議録は、定例会及び臨時会の終
了後、約２ケ月後に発行しています。
　役場・図書館（中央館・
仁井田分館・上高根沢
分館）で貸出し、閲覧
ができます。

DVD・会議録

６
人
の
議
員
が
登
壇

◆佐藤　晴彦　議員………………16
①防災対策の強化を
②農産物を活かした政策推進を
③日本語教育の実施を

◆齋藤　誠治　議員………………17
①台風19号が記録的災害をもたらしたが、今後の本町の対応策は
②身近な道路等の整備状況は

◆鈴木伊佐雄　議員………………18
①宝積寺駅東口を核としたまちづくりの推進は

◆森　　弘子　議員………………19
①災害時要援護者の避難情報・誘導の支援は
②新一年生にランドセルの無償配布を

◆髙根　　博　議員………………20
①高齢化社会における認知症対策は
②今後の農道の修繕と整備は

◆小林　栄治　議員………………21
①町内に在住する外国人との共生をどう図る
②地産地消の推進を

YouTube
　各議員一般質問のページにあるＱ
Ｒコード、または、「高根沢町議会　
第396回」で検索一般質問って？

　一般質問は、町の行財政全般に関し、議員主導で政策的な論
議をする場です。
　質問する議員は、質問の構想を練り理論構成をして質問にの
ぞんでいます。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を含め60分以内です。

　本紙では、■の質問を要約して掲載しています。
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般

質

問

Ｏ
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豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

全
員
協
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会
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例
会
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広報誌がスマホで見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」を検索

暮らしの政治を見てみよう

議会傍聴へお越しください
　次回の定例会は３月
３日～18日の予定。
　日程詳細・議事録は、
町ホームページをご覧
ください。

「議会だより」表紙写真募集
　写真は町内のイベントや人物、風
景を撮ったものをデータで提出して
ください。皆様のご協力をお願い致
します。（データは返却いたします）

次回の発行は４月20日になります。
議会の情報をより早く皆様へ

マチイロHP トチギイーブックスHP傍聴の手続き



議　員
防
災
防
災

Q
現
在
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、国
交
省

の「
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」

を
反
映
し
て
い
る
の
か
？

　
ま
た
、
今
後
さ
ら
に
巨
大

化
し
た
台
風
を
想
定
し
て
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
？

A  

町
長

　
「
平
成
28
年
度
版
国
交
省

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

の
手
引
き
」
の
「
洪
水
浸
水

想
定
区
域
図
縮
尺
」
な
ど
、

一
部
の
事
項
が
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。

　

来
年
度
作
成
予
定
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
来
年
３
月
に

県
が
公
表
予
定
の
、「
五
行

川
」
や
亀
梨
地
内
の
防
災
重

点
た
め
池
「
大
溜
」
決
壊
に

よ
る
浸
水
想
定
区
域
図
も
取

り
入
れ
て
い
く
。

冠
水
道
路
へ
の
対
策

Q
台
風
19
号
の
時
に
、

冠
水
し
た
町
道
が

あ
っ
た
が
、今
後
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
？

A  

町
長

　
今
回
、
冠
水
し
た
町
道
は

3
箇
所
あ
っ
た
。

　
原
因
に
、
道
路
の
高
低
差

が
考
え
ら
れ
る
が
、
単
に
道

路
を
高
く
す
る
の
で
は
な
く
、

周
辺
へ
の
影
響
を
十
分
に
考

慮
し
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
農
業
用
排
水
路
の

構
造
上
の
問
題
が
あ
り
、
施

設
管
理
者
の
「
高
根
沢
土
地

改
良
区
」
や
「
鬼
怒
川
東
部

土
地
改
良
区
」
が
計
画
的
に

水
路
・
水
門
等
の
改
修
を

行
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
、
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
責
務
が
あ
り
、

引
き
続
き
改
善
を
働
き
か
け

て
い
く
。

災
害
へ
の
対
応

Q
10
月
12
日
の
台
風
に

対
し
、災
害
対
応
に

お
け
る
課
題
と
反
省
点
は
？

A  

町
長

　
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き

対
応
し
た
が
、「
自
主
避
難

所
」
開
設
の
情
報
が
、
十
分

に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
情
報
発
信
や
、
長
期
間
の

災
害
対
応
、
大
規
模
災
害
時

の
職
員
配
置
な
ど
、
更
な
る

課
題
の
洗
い
出
し
を
行
い
、

地
域
防
災
計
画
に
改
善
点
を

反
映
し
、
今
後
の
災
害
対
応

に
役
立
て
て
い
く
。

防
災
意
識
の
醸
成

Q
住
民
に
対
し
、防
災

意
識
の
啓
発
や
、情

報
収
集
伝
達
な
ど
に
つ
い
て
、

町
が
地
域
単
位
で
の
出
前
講

座
を
行
っ
て
は
ど
う
か
？

A  

町
長

　

防
災
意
識
や
知
識
の
周

知
・
啓
発
は
課
題
と
認
識
し

て
お
り
、
出
前
講
座
の
実
施

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

佐藤　晴彦

問防災対策の強化を
　答【町長】道路冠水対応策を検討

現在の
町ハザード
マップ

水の勢いでえぐられた路肩（伏久地内）
道路が寸断されてもおかしくない

水路の水があふれ田んぼに
押し流された稲わら（伏久地内）

たんたんプラザでの販売会の様子
本町産米のブランド戦略はいかに

A  

町
長

　
町
は
、
こ
の
機
会
を
入
り

口
に
、
町
農
産
物
の
認
知
度

向
上
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な

ど
、
町
全
体
の
魅
力
発
信
に

総
合
的
・
戦
略
的
に
取
り
組

む
た
め
、全
課
を
挙
げ
て「
と

ち
ぎ
の
星
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

会
議
」
を
開
催
し
た
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
に
、

Ｊ
Ａ
協
力
の
も
と
大
嘗
祭
と

同
日
に「
た
ん
た
ん
プ
ラ
ザ
」

で
、「
と
ち
ぎ
の
星
」
の
特

別
販
売
会
を
開
い
た
。

　
町
の
ブ
ラ
ン
ド
発
信
の
観

点
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す

る
こ
と
は
必
要
と
考
え
て
お

り
、
関
係
者
と
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
観
光
施
策
や
６
次

産
業
化
は
、
行
政
が
制
度
設

計
す
る
よ
り
、
意
欲
あ
る
農

業
者
等
が
自
発
的
に
取
り
組

む
ほ
う
が
成
功
に
繋
が
る
と

考
え
、
状
況
に
あ
っ
た
側
面

的
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

町
内
産
農
産
物
の
活
用

Q
令
和
の
大
嘗
祭
で
、

悠
基
地
方
の
斎
田
に

選
ば
れ
、
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米

「
と
ち
ぎ
の
星
」
と
「
高
根

沢
町
」、
そ
し
て
「
大
田
主　

石
塚
毅
男
氏
」
が
全
国
的
に

知
れ
渡
り
ま
し
た
。

　
本
町
の
「
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
」に
、本
町
の「
と

ち
ぎ
の
星
」
を
取
り
入
れ
て

は
ど
う
か
？

　
ま
た
、
本
町
の
お
い
し
い

農
産
物
を
活
か
し
た
「
観
光

施
策
」
や
「
６
次
産
業
化
」

を
展
開
し
て
は
ど
う
か
？

問
農
産
物
を
活
か
し
た
政
策
推
進
を

　
答【
町
長
】ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　
　
返
礼
品
に
必
要
農
産
物

農
産
物

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

特
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議　員齋藤　誠治
災
害
災
害

避
難
所
の
見
直
し

Q
避
難
所
及
び
立
地

条
件
等
を
調
査

し
、
見
直
し
の
検
討
が
必
要

だ
と
思
う
が
？

A  

町
長

　

避
難
の
仕
方
や
、避
難
所

開
設
の
考
え
方
は
、台
風
で
の

水
害
や
地
震
な
ど
の
災
害
の

種
類
、被
害
状
況
や
影
響
の

度
合
い
に
応
じ
て
違
う
と
考

え
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、現
在
行
っ
て
い
る

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の

中
で
、避
難
所
の
立
地
条
件

や
、開
設
す
る
判
断
レ
ベ
ル
な

ど
も
含
め
、見
直
し
て
い
く
。

災
害
時
の
給
水
体
制
は

大
丈
夫
？

Q
災
害
時
に
お
け
る
、

給
水
車
や
給
水
用

具
の
整
備
状
況
と
、
応
援
体

制
の
取
り
組
み
は
？

A  
町
長

　
本
町
は
、
車
載
用
の
給
水

タ
ン
ク
１
．
５
ｔ
を
１
台
、

１
ｔ
を
１
台
保
有
し
て
お
り
、

こ
の
他
に
個
別
用
の
６
ℓ
用

ポ
リ
袋
を
、
約
１
９
０
０
枚

常
備
し
て
い
る
。

　
災
害
時
に
、
こ
れ
ら
の
給

水
用
具
で
不
足
が
生
じ
た
場

合
は
、
県
内
市
町
と
の
協
定

に
基
づ
く
応
援
依
頼
や
、
自

衛
隊
へ
の
要
請
を
す
る
。

　
ま
た
、
他
市
町
か
ら
本
町

に
応
援
要
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
本
町
が
で
き
る
範
囲
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
上
で
、多
種
多
様
な
分
野

に
視
野
を
広
げ
、災
害
時
に
必

要
な
協
定
を
取
り
組
ん
で
い
く
。

道
路
修
繕
道
路
修
繕

問路面性状調査による道路の整備状況は
　答【町長】道路延長719.2ｍを整備

老
朽
化
す
る
橋
梁

Q
効
率
的
で
確
実
な

維
持
管
理
を
行
う

た
め
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
を
策
定
し
た
が
、
現
在

の
整
備
状
況
は
？

A  

町
長

　
平
成
30
年
度
に
、
点
検
対

象
の
全
２
０
６
橋
の
点
検
が

完
了
し
た
。

　
点
検
結
果
で
、
早
期
に
修

繕
を
要
す
る
橋
梁
が
２
橋
あ

り
、
上
高
根
沢
地
内
の
「
町

道
２
４
の
１
号
橋
」
は
、
平

成
30
年
度
に
修
繕
工
事
が
完

了
し
、
平
田
地
内
の
「
町
道

４
２
１
の
７
号
橋
」
は
、
今

年
度
に
詳
細
設
計
を
行
い
、

令
和
２
年
度
に
橋
梁
の
更
新

工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問災害時における給水体制の整備は
　答【町長】給水タンク２台、
　　　　　６リットル用ポリ袋1900枚常備

給水！災害時はこれで安心

これで安心して通行できます
（上高根沢地内の橋補強）

安全のために効率的な道路補修を

安
心
で
き
る
町
道
を

Q
路
面
性
状
調
査
に

基
づ
き
、
優
先
順

位
を
つ
け
、
道
路
の
修
繕
等

を
実
施
し
て
い
る
の
か
？

A  

町
長

　
路
面
性
状
調
査
は
、
平
成

26
年
度
に
、
町
道
の
わ
だ
ち

や
、
ひ
び
割
れ
等
の
路
面
の

状
況
を
調
査
し
、
道
路
の
破

損
状
況
を
客
観
的
な
指
数
で

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

平
成
27
年
度
～
30
年
度
ま
で

に
、
道
路
延
長
７
１
９
．
２

ｍ
を
整
備
し
た
。

　
舗
装
の
修
繕
を
効
率
的
に

実
施
す
る
た
め
、
今
後
も
路

面
性
状
調
査
の
結
果
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
道
路
評
価

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
要
望
状
況

も
踏
ま
え
、
優
先
順
位
を
つ

け
道
路
の
修
繕
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
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会
施
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創
業
創
業 議　員鈴木伊佐雄

賑
わ
い
創
出

Q
移
住
・
定
住
・
創
業

支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
役
割
・
機
能
を
担
っ

て
い
る
が
、
ど
の
様
に
評
価

し
て
い
る
の
か
？

A  

町
長

　
平
成
29
年
度
の
来
場
者
数

は
４
１
２
人
、
翌
年
度
８
７

９
人
、
今
年
度
10
月
時
点
で

１
１
２
５
人
と
な
り
、
右
肩

上
が
り
に
推
移
し
て
き
た
。

　
駅
前
の
賑
わ
い
創
出
事
業

と
し
て
、「
ロ
ッ
ク
サ
イ
ド

マ
ー
ケ
ッ
ト
」、「
ソ
ラ
シ
タ

夜
市
」
等
で
得
た
交
流
人
口

を
、
移
住
・
定
住
・
創
業
の

検
討
へ
と
誘
導
す
る
役
割
も

担
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
を
増
加
す

べ
く
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

（
先
導
者
）
と
し
て
の
機
能

強
化
を
図
り
、
き
め
細
か
な

支
援
を
続
け
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

交
流
人
口
増
加

Q
ロ
ッ
ク
サ
イ
ド
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
、駅
東

口
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
と
成
果
を
、「
道
の
駅
た
か

ね
ざ
わ
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」

に
繋
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
具
体
的
な
施
策
の
展

開
を
考
え
て
い
る
の
か
？

A  

町
長

　
ロ
ッ
ク
サ
イ
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
目
的
は
、
交
流
人
口
の

増
加
で
、
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
す
る
「
元
気
あ
っ
ぷ
む

ら
」
に
繋
げ
る
た
め
の
も
の

で
も
あ
る
。

　
施
設
自
体
を
整
備
し
な
く

て
も
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た

人
を
引
き
付
け
る
、
魅
力
的

な
作
品
・
商
品
が
集
ま
る
こ

と
で
、
テ
ン
ト
を
連
ね
た
販

売
型
で
も
賑
わ
い
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　
指
定
管
理
者
と
共
に
、「
こ

こ
に
し
か
な
い
空
間
」
と
し

て
事
業
運
営
に
あ
た
る
。

駅
前
の
活
性

Q
駅
東
口
と
連
絡
通

路
等
の
指
定
管
理

に
つ
い
て
、ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ・

デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
等
、町
主
導

の
活
動
と
比
較
す
る
と
、「
ま

ち
づ
く
り
」の
視
点
で
は
、施

設
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

活
か
し
て
、力
を
出
し
切
っ
て

な
い
と
感
じ
る
が
、ど
の
よ
う

な
協
議
を
し
て
い
る
の
か
？

A  

町
長

　
町
づ
く
り
に
対
し
、勢
い
の

差
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
、地
元

野
菜
販
売
を
行
う「
ベ
ジ
マ
」

等
、好
評
を
得
て
い
る
も
の
も

あ
り
、評
価
は
し
て
い
る
。

　
指
定
管
理
者
へ
全
て
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
駅
前
の
賑

わ
い
創
出
に
向
け
た
、
助
言

や
仕
掛
け
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

新
規
開
業
支
援

Q
ち
ょ
っ
蔵
広
場
の

商
業
支
援
施
設
は
、

町
内
で
本
格
開
業
を
目
指
す

方
々
を
支
援
す
る
施
設
で
あ

り
、
一
定
の
期
間
で
店
舗
が

入
れ
替
わ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
将
来
的
に
条
例
の
改
正

を
含
め
て
見
直
す
考
え
は
あ

る
の
か
？

A  

町
長

　
町
の
契
約
は
、
原
則
３
年
、

最
長
５
年
だ
が
、
現
在
５
年

を
超
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
適
正
な
運
用
を
図
る
た
め
、

条
例
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

創
業
支
援

Q
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
・

デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト

１
期
生
が
、本
年
10
月
に
卒

業
し
た
う
え
で
、こ
の
成
果
を

ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
？

A  
町
長

　
４
店
舗
の
う
ち
２
店
舗
は
、

町
内
で
創
業
し
た
。

　
こ
の
他
の
２
店
舗
は
、
２

年
間
の
経
験
を
も
と
に
、
実

店
舗
を
持
た
ず
、
ネ
ッ
ト
販

売
や
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
等
に

出
展
す
る
自
分
に
あ
っ
た
経

営
形
態
を
選
び
、
賑
わ
い
創

出
に
参
画
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
の
支
援
施
設
に
よ
り
、

今
ま
で
に
な
い
素
敵
な
店
が

増
え
、「
住
ん
で
楽
し
い
町
」

「
訪
れ
た
い
町
」
と
し
て
、

魅
力
の
向
上
に
繋
が
っ
た
。

問クリエイターズ・デパートメントの活性化は
　答【町長】ファシリテーターとしての
　　　　　機能強化を図り支援

問
ち
ょっ
蔵
広
場

　
商
業
支
援
施
設
の
見
直
し
を

　
答【
町
長
】条
例
の
見
直
し
を
検
討

開
業
開
業

新たな賑わい創出に期待

この広場で何を創造できるか？

全
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議　員
災
害
災
害森　　弘子

問災害時要援護者の避難情報・誘導の支援は
　答【町長】個別の支援は行っていない

避
難
情
報
の
伝
達
と
支
援

Q
台
風
19
号
の
際
、

災
害
時
要
援
護
者

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
避

難
情
報
の
伝
達
と
、
避
難
誘

導
を
行
っ
た
の
か
？

A  

町
長

　
個
別
に
避
難
情
報
の
伝
達

や
、避
難
誘
導
の
支
援
は
行
っ

て
い
な
か
っ
た
。

　
今
後
は
、災
害
時
要
援
護
者

台
帳
へ
の
登
録
時
に
、災
害
時

協
力
員
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

も
ら
う
よ
う
促
す
こ
と
や
、自

治
会
や
民
生
委
員
な
ど
、関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、災
害

時
要
援
護
者
対
応
マ
ニュア
ル

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

Q
平
成
30
年
４
月
に

開
設
し
た
、「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
取
り
組
み
状
況
は
？

A  

町
長

　
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な

い
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
地
域

の
中
で
安
心
し
て
出
産
育
児

が
で
き
、
産
後
う
つ
や
虐
待

の
早
期
発
見
と
予
防
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
開
設
し
た
。

　
母
子
手
帳
交
付
時
に
、
保

健
師
や
助
産
師
が
面
接
し
、

精
神
・
環
境
的
な
問
題
が
な

い
か
を
把
握
し
、
個
々
に

合
っ
た
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援

Q
若
い
世
代
の
経
済

的
支
援
に
、
新
１

年
生
全
員
へ
ラ
ン
ド
セ
ル
の

無
償
配
布
を
行
っ
て
は
？

A  

教
育
長

　
一
部
の
市
町
村
で
、
子
育

て
支
援
の
一
環
に
、
新
1
年

生
全
員
や
希
望
者
に
、
ラ
ン

ド
セ
ル
を
無
償
配
布
し
て
い

る
事
例
は
あ
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
無
償
配
布

し
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
必
ず
使

用
す
る
よ
う
強
制
す
る
も
の

で
は
な
い
。

　
本
町
で
は
、
実
施
す
る
考

え
は
な
い
。

災
害
時
要
援
護
者

Q
「
災
害
時
要
援
護

者
登
録
制
度
」
の

登
録
状
況
は
？

A  

町
長

　
町
で
は
、
災
害
時
要
援
護

者
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
世
帯
、
要
介
護
３
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

や
、
重
度
の
障
害
を
持
っ
て

い
る
方
を
対
象
に
、
災
害
時

要
援
護
者
台
帳
登
録
な
ど
を

進
め
て
い
る
。

　
登
録
状
況
は
、
令
和
元
年

10
月
末
で
６
９
９
人
、
地
域

の
支
援
者
へ
情
報
提
供
の
同

意
者
数
は
、
６
３
７
人
。

　
台
帳
の
登
録
に
係
る
要
援

護
者
の
調
査
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
業
務
を
委
託
し
て

実
施
し
て
い
る
。

災害時要援護者
登録制度

地域福祉活動の拠点となっている社会福祉協議会

避
難
所
に
エ
ア
コ
ン
を

Q
災
害
時
に
、
避
難

所
と
な
る
学
校
体

育
館
へ
「
※
緊
急
防
災
・
減

債
事
業
債
」
を
活
用
し
、
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
て
は
？

A  

町
長

　
平
常
時
は
、
学
校
施
設
と

し
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
り
、

学
校
施
設
の
整
備
計
画
の
中

で
検
討
を
し
て
い
く
。

　
「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
」
を
活
用
し
た
エ
ア
コ
ン

整
備
は
行
わ
な
い
。

※ 「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
」
と
は

　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
て
、
災
害
時
に
災
害
対

策
の
拠
点
と
な
る
公
共
施

設
及
び
公
用
施
設
と
、
耐

震
化
に
活
用
で
き
る
地
方

債
で
、
国
負
担
70
％
・
町

負
担
30
％
の
割
合
で
す
。

問
新
一
年
生
に
ラ
ン
ド
セ
ル

　
の
無
償
配
布
を

　
答【
教
育
長
】実
施
す
る
考
え
は
な
い

子
育
て

支
　
援

子
育
て

支
　
援
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人
と
し
て
の
尊
厳
を

Q
成
年
後
見
制
度
の

普
及
啓
発
は
？

A  

町
長

　
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

方
の
財
産
が
侵
害
さ
れ
た
り
、

人
間
と
し
て
の
尊
厳
が
損
な

わ
れ
な
い
よ
う
、
保
護
・
支

援
を
行
う
制
度
で
す
。

　

西
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
、
成
年
後
見
制
度
の

啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
窓

口
で
の
各
種
相
談
や
申
立
手

続
支
援
、
年
６
回
の
「
成
年

後
見
無
料
相
談
会
」
を
開
催

し
て
い
る
。

ど
う
な
る
今
後
の
農
道

Q
安
心
安
全
の
た
め
、

今
後
ど
の
よ
う
に

農
道
整
備
を
行
う
の
か
？

A  

町
長

　
現
在
、
約
90
㎞
の
農
道
が

あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
町

道
で
あ
る
。

　
そ
の
維
持
管
理
で
は
、
多

額
の
費
用
や
人
材
が
必
要
で
、

現
在
の
財
政
状
況
を
考
え
る

と
、
今
ま
で
の
利
用
形
態
を

考
慮
し
、
自
然
の
形
に
戻
す

こ
と
も
適
当
な
場
合
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
ご
と
に
、

最
適
か
つ
最
良
な
方
法
を
判

断
し
て
い
く
。

問農道の修繕と整備は
　答【町長】自然の形に戻すことも適当な場合も

農
道
農
道

認
知
症
を
支
え
る
人
材

の
養
成

Q
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
へ
の
取

り
組
み
は
？

A  

町
長

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

は
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地

域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
へ
、
で
き
る
範
囲
で
手
助

け
を
す
る
人
材
で
あ
る
。

　
養
成
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
議
会
議
員
や
町
職
員
、
各

種
団
体
や
民
間
企
業
、
更
に

小
学
生
を
対
象
と
し
た
講
座

も
開
催
し
て
い
る
。

　
特
に
、
小
学
生
向
け
の
養

成
講
座
は
、
学
童
期
か
ら
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
だ

け
で
な
く
、
同
時
に
高
齢
者

へ
の
優
し
い
心
や
、
社
会
的

弱
者
へ
の
思
い
や
り
を
持
つ

等
、
心
を
豊
か
に
す
る
教
育

に
も
通
じ
て
い
る
。

認
知
症
の
早
期
発
見

Q
認
知
症
の
早
期
診

断
・
早
期
対
応
の

た
め
、「
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
」
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
町

の
対
応
は
？

A  

町
長

　
平
成
30
年
度
に
、
西
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
立
ち

上
げ
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

１
名
、
保
健
師
２
名
、
看
護

師
１
名
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
１
名
の
計
５
名
で
対

応
し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
は
、
年
４
回

の
チ
ー
ム
会
議
で
、
個
別
の

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
、個
々

の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
が
継
続
的
に

支
援
し
て
い
る
。

　
今
年
度
も
、
昨
年
同
様
に

実
施
し
て
い
く
。

認
知
症

認
知
症

問高齢化対策における認知症対策は
　答【町長】制度の啓発を図る

髙根　　博 議　員

路肩が崩れ危険な農道
早期修繕を

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会
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外
国
人

外
国
人議　員

食
料
の
供
給
力

Q
学
校
給
食
で
、
過

去
３
年
間
の
決
算

ベ
ー
ス
に
お
け
る
町
内
農
産

物
の
利
用
割
合
は
？

A  

教
育
長

　
「
食
育
、地
産
地
消
推
進
行

動
計
画
」を
も
と
に
、野
菜
穀

物
の
利
用
率
は
、
決
算
で
は

な
く
重
量
ベ
ー
ス
で
管
理

し
、
平
成
28
年
度
は
54
％
、

平
成
29
年
度
は
55
％
、
平
成

30
年
度
は
56
％
で
あ
る
。

言
葉
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

Q
学
校
現
場
で
、
外

国
人
の
子
ど
も
達

に
対
す
る
教
育
環
境
を
、
ど

の
よ
う
に
整
え
て
い
る
か
？

A  

教
育
長

　

日
本
語
が
理
解
で
き
ず
、

学
習
が
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
外
国
人
児
童
生
徒
が

い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
小
・
中
学
校
で
は
、
非
常

勤
講
師
等
や
配
慮
児
支
援
対

応
の
支
援
員
に
よ
る
、
個
別

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
中
学
校
で
は
、
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
宇

都
宮
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
図
り
、

支
援
し
て
い
る
。

食
育
Ｐ
Ｔ
は
必
要
だ

Q
地
産
地
消
を
進
め

る
上
で
、
農
の
振

興
、
健
康
づ
く
り
、
食
育
な

ど
、
関
係
機
関
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
？

A  

教
育
長

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
学

校
教
育
課
な
ど
、
庁
内
の
関

係
各
課
が
連
携・協
力
し「
食

育
、
地
産
地
消
推
進
行
動
計

画
」
の
策
定
を
行
っ
て
お
り
、

「
食
育
・
地
産
地
消
」
の
推

進
に
向
け
、
関
係
機
関
を
交

え
て
具
体
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
地
産
地
消
は
健
康
増
進
の
基

　
答【
教
育
長
】学
校
給
食
で
は
、

町
内
産
の
農
産
物
を
積
極
的
に
使
用

地
産

地
消
地
産
地
消

A  

町
長

　
外
国
人
住
民
に
対
し
、
主

要
な
情
報
提
供
の
手
段
は
、

「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」と「
広

報
た
か
ね
ざ
わ
」
で
あ
る
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
日

常
生
活
に
必
要
な
情
報
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
グ
ー
グ

ル
の
翻
訳
機
能
を
利
用
し
て
、

英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
の

表
記
に
よ
る
閲
覧
を
可
能
に

し
た
こ
と
で
、外
国
人
住
民
へ

の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
住
民
課
の
総
合
窓

口
に
用
意
し
た
、
手
書
き
及

び
音
声
で
の
翻
訳
機
能
付
き

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
、
対
応
は
で

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

よ
っ
て
、
専
任
職
員
の
配
置

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
検
討
し

て
い
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
到
来

Q
町
内
在
住
の
外
国

人
に
対
し
、
医
療

や
ゴ
ミ
の
取
り
扱
い
な
ど
、

生
活
上
の
ル
ー
ル
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
？

　
ま
た
、
外
国
人
案
内
に
専

門
職
を
配
置
す
る
こ
と
も
必

要
と
思
う
が
？

小林　栄治

問※ダイバーシティ、外国人との共生をどう図る
　答【町長】行政情報は、きめ細やかに提供

認
知
症
を
支
え
る
人
材

の
養
成

Q
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
へ
の
取

り
組
み
は
？

A  

町
長

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

は
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地

域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
へ
、
で
き
る
範
囲
で
手
助

け
を
す
る
人
材
で
あ
る
。

　
養
成
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
議
会
議
員
や
町
職
員
、
各

種
団
体
や
民
間
企
業
、
更
に

小
学
生
を
対
象
と
し
た
講
座

も
開
催
し
て
い
る
。

　
特
に
、
小
学
生
向
け
の
養

成
講
座
は
、
学
童
期
か
ら
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
だ

け
で
な
く
、
同
時
に
高
齢
者

へ
の
優
し
い
心
や
、
社
会
的

弱
者
へ
の
思
い
や
り
を
持
つ

等
、
心
を
豊
か
に
す
る
教
育

に
も
通
じ
て
い
る
。

直売所には今日も新鮮な食材が

黒板には英語　国際化の証しです

多くの外国人と町民が楽しく交流する良い機会です!!

※
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は

　
多
様
な
人
材
を
積
極
的
に

活
用
し
て
、
そ
の
人
た
ち

の
能
力
を
活
か
す
考
え
方

の
こ
と
。
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質

問
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Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
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会
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会
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会
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４
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
は

　

高
根
沢
町
は
、
見
渡
す
限

り
田
ん
ぼ
の
町
で
、
そ
の
日
々

の
管
理
は
、
農
業
者
の
努
力

に
よ
り
、
今
の
風
景
が
あ
り

ま
す
。

　

今
、
若
い
担
い
手
が
減
少

し
て
い
る
中
で
、
活
発
に
活

動
し
て
い
る
若
手
農
業
者
の

グ
ル
ー
プ
「
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
や
抱
負
、
今
後
の
本

町
農
業
の
ス
タ
ン
ス
な
ど
、

小
川
会
長
始
め
、
会
員
の
皆

様
に
伺
い
ま
し
た
。

 

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
っ
て
な
に
？

　

将
来
の
農
業
を
支
え
る
若

い
農
業
者
が
集
ま
っ
た
集
団

で
す
。

　
４
Ｈ
と
は
、Head

（
頭
脳
）

＝
科
学
的
に
物
ご
と
を
と
ら

え
る
こ
と
の
で
き
る
頭
、

H
and 

（
技
術
）
＝
農
業
の
改

良
と
生
活
改
善
に
役
立
つ
腕
、

H
eart 

（
心
） 

＝
誠
実
で
友
情

に
富
む
心
、H

ealth

（
健
康
）

＝
楽
し
く
暮
ら
し
、
元
気
で

働
く
た
め
の
健
康
の
、
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

 

主
な
活
動
は
？

　

農
業
を
経
営
す
る
上
で
の

課
題
を
検
討
し
、
高
い
農
業

技
術
を
確
立
す
る
た
め
の
研

究
活
動
や
消
費
者
、
他
の
４

Ｈ
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
、
町
内

の
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
の

子
ど
も
達
と
行
う
農
業
体
験

な
ど
、
地
域
活
動
を
し
な
が

ら
、
農
業
と
社
会
の
架
け
橋

を
創
っ
て
い
ま
す
。

 

①
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
活
用

　

公
式
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
積
極
的

に
着
用
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
ク
ラ
ブ
員
同
士

の
団
結
力
を
高
め
、
栽
培
し

た
品
質
の
高
い
農
産
物
を
販

売
し
、
そ
の
価
値
を
広
く
周

知
し
て
い
ま
す
。

②「
さ
つ
ま
芋
」農
業
体
験

②
子
ど
も
た
ち
に
体
験
学
習

　

例
年
、
幼
稚
園
・
保
育
園

を
対
象
に
、「
さ
つ
ま
い
も
の

定
植
・
収
穫
」
等
の
農
業
体

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
町
外
の
子
ど
も

達
も
参
加
す
る
機
会
を
設
け
、

焼
き
い
も
を
ふ
る
ま
う
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

③
地
産
地
消
の
一
躍

　
ク
ラ
ブ
員
が
栽
培
し
た
「
さ

つ
ま
い
も
」
を
、
町
内
の
飲

食
店
等
に
提
供
し
、
各
飲
食

店
が
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
す

る
な
ど
、
地
産
地
消
の
推
進

に
一
躍
を
担
っ
て
い
ま
す
。

④
地
域
農
業
を
守
る

　

町
内
で
、
新
規
就
農
意
向

者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

施
設
見
学
や
相
談
等
を
実
施

し
て
、
将
来
の
地
域
農
業
を

守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

　

私
た
ち
が
生
産
す
る
魅
力

が
高
い
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
率
先
し
て
「
た
ん
た

ん
祭
り
」、「
ホ
ン
ダ
祭
り
」

な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

―　高根沢町　４Ｈクラブのみなさん　―
現在クラブ員は15名在籍しており、20代から30代の若手農業者で構成

公式ロゴ入りTシャツが完成 小川会長

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会
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Ｏ
Ｈ
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若い力で農業を守る！新たな担い手 （「高根沢町４Ｈクラブ」）に聞く！
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今
後
の
抱
負

　

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
本

町
の
農
業
を
今
後
ど
の
よ
う

に
す
べ
き
か
な
ど
、「
思
い
」

や
「
抱
負
」
を
聞
き
ま
し
た
。

①
「
大
嘗
祭
」
に
、「
と
ち
ぎ

の
星
」
が
献
上
さ
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
少
し
で
も

若
い
人
た
ち
が
「
農
業
」
に

関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
活

動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
家
族
経
営
か
ら
、
法
人
化

等
も
視
野
に
入
れ
る
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用

し
た
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
を

率
先
し
て
導
入
し
、
魅
力
的

で
、
や
り
が
い
の
あ
る
農
業

経
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
減
減
農
法
に
よ
り
、
有
機

た
い
肥
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
、「
安
全
安
心
」
な
美
味
し

い
農
作
物
を
、
多
く
の
消
費

者
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

④
地
域
農
業
、
産
業
を
盛
り

上
げ
、
活
性
化
に
繋
い
で
い

き
ま
す
。

  

町
に
対
す
る
要
望

　

今
後
の
農
業
行
政
に
対
す

る
意
見
・
要
望
は
？

①「
安
全
・
安
心
」な
農
作
物

を
栽
培
す
る
に
は
、有
機
た
い

肥
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
、

「
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」の
早

期
稼
働
を
望
み
ま
す
。

②
令
和
２
年
４
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
、
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

の
農
産
物
直
売
所
の
運
営
方

針
等
が
凄
く
気
に
な
り
ま
す
。

③
農
道
・
水
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
、
若
い
人
た
ち

が
農
村
部
で
も
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
農
地
の
宅
地
化
「
土

地
利
用
の
規
制
緩
和
」
を
お

願
い
し
ま
す
。

④
町
、
議
会
、
Ｊ
Ａ
、
土
地

改
良
区
、
農
家
の
連
携
を
望

み
ま
す
。（
関
係
機
関
が　

ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
）

⑤
新
規
就
農
者
に
対
し
、
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
充
実
を

図
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

  

取
材
を
終
え
て

　

若
い
担
い
手
、
後
継
者
不

足
が
深
刻
化
す
る
中
、
4
Ｈ

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ

ひ
本
町
農
業
者
の
「
顔
」
と

な
り
、
い
ず
れ
は
地
域
に
お

け
る
中
核
的
な
担
い
手
と
し

て
、
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
議
会
は
、
ワ
ン
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
持
続
可

能
な
農
業
の
発
展
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

忙
し
い
中
、
取
材
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写
真
で
見
る
２
０
１
９
年
の
主
な
活
動

ク　
ラ　
ブ　
員　
の　
声

みんなで楽しい農業体験わ〜い！大きいさつまいもが掘れたよ！美味しい焼きいもができた！

農林水産省経営局長賞（全国２位）おめでとう！ さくら市と情報交換会 たんたん祭りで楽しい交流

若い農業者の話に勢いを感じ将来に期待！

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
活
動
議

会

視

察
議
会
報
告
会
施

策

要

望

全
員
協
議
会

12
月
定
例
会

特
別
企
画

若い力で農業を守る！新たな担い手 （「高根沢町４Ｈクラブ」）に聞く！
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佐
藤
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

早
速
で
す
が
、
高
根
沢
町
に

移
住
し
て
き
て
、
感
じ
た
こ
と

を
率
直
に
？

照
井　
恵
ま
れ
た
資
源
と
環

境
の
良
さ
、そ
し
て
郷
土
へ
の

誇
り
を
持
つ
町
民
が
い
る
こ

と
で
す
ね
。

　

私
自
身
、こ
の
町
に
来
て
、

郷
土
を
誇
り
に
思
う
気
持
ち

が
強
く
な
り
ま
し
た
ね
。

　
ま
た
、当
た
り
前
の
変
わ
ら

な
い
風
景
の
よ
う
で
す
が
、季

節
に
よ
り
移
り
変
わ
る
田
園

風
景
は
、イ
タ
リ
ア
で
の
生
活

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て
、と
て

も
好
き
で
す
。

佐
藤
　
照
井
さ
ん
は
、
イ
タ
リ

ア
や
東
京
な
ど
で
修
業
し
た
と

伺
っ
て
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
の
学

び
や
、
イ
タ
リ
ア
料
理
に
対
す

る
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

照
井　
イ
タ
リ
ア
の
人
は
、郷

土
へ
の
思
い
や
誇
り
を
そ
れ
ぞ

れ
が
持
っ
て
お
り
、自
分
に
こ

の
感
性
が
な
か
っ
た
こ
と
を

気
づ
か
さ
れ
た
の
が
、一
番
の

学
び
で
し
た
。

　

東
京
で
は
料
理
長
と
し
て

経
営
能
力
や
、料
理
へ
の
執
着

の
み
な
ら
ず
、お
客
様
の
求
め

る
感
覚
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、イ
タ
リ
ア
料
理
の
原

点
は
、マ
ン
マ（
イ
タ
リ
ア
語
で

お
母
さ
ん
）の
家
庭
料
理
が

ベ
ー
ス
で
、シ
ン
プ
ル
に
素
材

を
生
か
し
た
料
理
を
、わ
か

り
や
す
く
、だ
れ
が
食
べ
て
も

お
い
し
い
と
思
え
る
料
理
な

の
で
、こ
の
原
点
を
意
識
し
て

料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
開
業
す
る
の
に
、
苦
労

や
不
安
は
あ
り
ま
し
た
か
？

照
井　
土
地
勘
も
無
く
、知

り
合
い
も
い
な
い
、現
状
調
査

も
で
き
ず
、不
安
で
し
た
。

　
で
も
、「
絶
対
や
れ
る
、や
っ

て
や
る
」と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
、開
業
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、開
業
す
る
の
に
多
く

の
方
に
助
け
ら
れ
、こ
の
町
で
の

出
会
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
高
根
沢
の
農
産
物
は
？

照
井　
こ
の
町
の
野
菜
は
、優

れ
た
農
家
に
よ
り
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
日
々
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
農

産
物
に
愛
情
を
注
ぎ
こ
ん
で

い
る
の
で
、そ
の
野
菜
た
ち
は

美
味
し
い
に
決
ま
っ
て
ま
す
。

　
こ
の
食
材
の
良
さ
を
引
き

立
た
せ
る
の
が
、私
の
仕
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
町
の
発
展
に
、
何
が
必

要
と
感
じ
ま
す
か
？

照
井　
明
確
に
は
言
え
ま
せ

ん
が
、も
っ
と
町
に
魅
力
を
作

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

柔
軟
性
を
持
っ
て
、良
い
も

の
を
取
り
入
れ
、若
い
人
材
が

こ
の
町
で
成
長
し
て
い
く
、楽

し
い
町
づ
く
り
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、自
分
の
個

性
と
培
っ
て
き
た
経
験
で
、自

分
ら
し
く
郷
土
に
貢
献
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
最
後
に
お
店
の
Ｐ
Ｒ
を

お
願
い
し
ま
す
。

照
井　
私
た
ち
は
、「
こ
の
町

の
農
産
業
と
郷
土
と
共
に
、

イ
タ
リ
ア
の
食
文
化
を
伝
え

て
い
く
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
運
営
し
、こ
の
町
で
の

魅
力
を
町
外
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、お
店
に
お
越
し
い
た

だ
き
、郷
土
を
感
じ
る
料
理

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

幸
い
で
す
。

　

皆
様
の
ご
来
店
を
、心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｐ.

Ｓ　

農
産
物
移
動
販
売

の
、
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
Ⓚ
ト
ラ
ム

も
絶
賛
運
行
し
て
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
～
取
材
を
終
え
て
～

　
照
井
さ
ん
の
イ
タ
リ
ア
料

理
へ
の
想
い
や
、
高
根
沢
に

対
す
る
愛
を
感
じ
、
未
来
に

向
か
い
、
こ
の
町
の
発
展
や

活
性
が
、
ま
だ
ま
だ
創
造
で

き
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
と
の
ご
縁
を
大

切
に
す
る
照
井
さ
ん
の
人
柄

に
触
れ
、「
ヴ
ェッ
キ
オ・ト
ラ

ム
」の
フ
ァ
ン
に
な
る
方
の

気
持
ち
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
議
会
も
、
よ
り
一

層
多
く
の
町
民
と
交
流
、
対

話
を
し
、
高
根
沢
の
未
来
を

一
緒
に
創
造
で
き
れ
ば
、「
誰

も
が　

住
み
続
け
た
い
町　

住
ん
で
よ
か
っ
た
町　
高
根

沢
」に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
たかねざわまち
議会だよりNo・150
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イ
タ
リ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
開
業

か
ら
３
年
。

　

多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
る

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
に
、
高
根
沢

へ
の
想
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
開
業

か
ら
３
年
。

　

多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
る

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
に
、
高
根
沢

へ
の
想
い
を
聞
き
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
料
理
で

高
根
沢
を
元
気
Ｕ
Ｐ

広
報
委
員
の
突
撃

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あ
な
た
の
声
を
町
政
に

∞プロフィール∞

照井　康
やす
嗣
し
さん

お住まい：伏久
　　（出身地　埼玉県熊谷市）
趣　　味：旅をすること
職　　業：レストラン経営

ヴェッキオ・トラム営業時間案内ヴェッキオ・トラム営業時間案内
営業時間
Lunch：11：30～15：00（14：00Lo）
Dinner：17：30～22：00（21：00Lo）
定休日：日曜日
貸切ご予約承ります！

〒329-1225
高根沢町石末1785
TEL：028－680－3550

広報委員でおいしい料理を堪能

生産者とのコミュニケーションを大切にする照井シェフ




